
 

 

 

 

 

 

  逆極点図の３６ＢＯＸ評価と測定間隔 
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      Measure-DataBase￥36BOX-Inverse 



概要 

 ＯＤＦ解析から逆極点図が計算出来る。ＮＤ方向では、材料法線方向への結晶方位の偏りが 

 評価できるが、数値化が必要になる。この数値化として逆極点図を３６分割した３６ＢＯＸ法が 

 ある。ＬａｂｏＴｅｘやＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは逆極点図のステップ間隔は、測定データの 

 ステップ間隔と同じで計算される。 

 このステップ間隔と３６ＢＯＸ法との関係を計算してみます。 

 方位は、<001>-Fiber,<101>-Fiber,<111>-Fiber,<124>-Fiber を例に、 

 ステップ間隔を５度、２．５度、1 度で、逆極点図の最大密度、３６ＢＯＸ値を比較してみます。 

 使用するソフトウエア 

 ＬａｂｏＴｅｘ 

  上記Ｆｉｂｅｒの逆極点図を作成 

  VolumeFraction が、Ｅｕｌｅｒ角度の広がりを１０ｄｅｇとし、５０％のＦｉｂｅｒ 

  ＮＤ方向逆極点図をＴＰＦファイルでＥｘｐｏｒｔ 

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙ 

  ＴＰＦファイルを読み込み、逆極点図テキストファイル化、 

  InverseCubicContourDisplay で逆極点図描画と３６ＢＯＸ分轄によるＢｏｘサーチ、%計算 

 ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２ 

  ＴＰＦファイルから３６個の各ＢＯＸの平均％を計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐ２ソフトウエア(LaboTex、StandardODF の Export ﾌｧｱﾙに対応) 

最大方位密度 球面三角形角度（ω、Φ） 方位  球面三角形の直交座標（ω、Φ）の３６ＢＯＸ 

  

ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで等高線逆極点図を表示 

 各種 ODF 逆極点図に対応 

  

 

 

 結晶方位と最大方位密度   ３６ＢＯＸ計算と平均方位密度（％） 



＜００１＞－Ｆｉｂｅｒ比較 
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＜１０１＞－Ｆｉｂｅｒ比較 
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＜１１１＞－Ｆｉｂｅｒ 
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＜１２４＞－Ｆｉｂｅｒ 
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マトメ 

 数値を集計すると 

  

 同一 VolumeFraction で方位により最大方位密度や、36BOX 平均値が異なる。 

 更に、逆極点図の周辺より内側は、方位の広がりが大きくなり、最大方位密度や 36BOX 平均値が 

 下がる傾向がある。 

 このことから、同一傾向の材料比較に活用出きるが、方位間の比較は、重みを考慮する必要があります。 

 測定間隔５度の各 BOX 代表方位で計算する（計算は InverseDisp2 の説明書を参照） 

   


